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中
世
歌
学
書
生
成
の
一
様
相

南
北
朝
期
歌
学
書
『
或
秘
書
之
抄
出
』
を
材
に

舘

野

文

昭

は
じ
め
に

南
北
朝
・
室
町
期
は
、
和
歌
を
詠
む
層
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
伴
い
数
多

く
の
歌
学
書
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
歌
壇
に
関
し

て
、
井
上
宗
雄
氏
を
中
心
と
し
た
歌
壇
史
研
究
の

１
）

成
果
が
積
み
重
ね
ら

れ
、
地
方
歌
壇
の
様
相
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

で
い
か
な
る
歌
学
書
が
ど
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
成
立
し
、
享
受
が
な

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
歌
壇
史
か
ら
直
接
的
に

見
る
の
は
難
し
く
、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
大
き
い
と
い

う
の
が
実
情
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
個
々
の
歌
学
書
の
詳
細
な
分
析
・
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
本
稿
で
は
、
南
北
朝
期
成
立
の
『
或
秘
書
之
抄
出
』
と
い
う
歌
学
書

に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て

の
歌
学
書
生
成
の
一
様
相
を
窺
っ
て
み
た
い
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
堀
部
正

２
）

二
氏
が
そ
の
存
在

を
指
摘
し
、
井
上
宗
雄
氏
の
歌
壇
史

３
）

研
究
に
お
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
川
平
ひ
と

４
）

し
氏
が
研
究
発
表
で
取
り
上
げ
て
は
い
る
も

の
の
、
和
歌
関
係
の
辞
典
類
に
は
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
和
歌
史
に
お
い

て
さ
ほ
ど
重
要
な
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実

際
、
別
稿
に
て
指
摘
し
本
稿
で
も
後
述
す
る
と
お
り
、
内
容
面
に
お
い
て

は
、
既
存
歌
学
書
の
抄
出
再
構
成
で
あ
り
、
本
書
独
自
の
も
の
は
無
い
と

言
っ
て
良
く
、
時
代
を
画
す
る
書
物
と
は
到
底
呼
べ
な
い
も
の
で

５
）

あ
る
。

正
統
の
歌
道
家
と
は
外
れ
た
、
歌
壇
の
外
縁
と
で
も
言
う
べ
き
場
に
お
い

て
、
生
成
・
享
受
さ
れ
た
無
数
の
歌
学
書
の
一
つ
と
見
な
し
て
良
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
期
の
歌
学
書
の
殆
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
場
で

生
成
・
享
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
歌
学
の
あ

り
方
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
本
書
の
よ
う
な
歌
学
書
の
有
様
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
或
秘
書
之
抄
出
』

の
生
成
と
享
受
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
中
世
に
お
け
る
歌
学
書

の
生
成
と
展
開
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
成
立
事
情

『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
多
く
の
伝
本

が
有
す
る
、
嘉
慶
三
（
一
三
八
九
）
年
の
年
記
と
「
散
位
高
秀
」
の
署
名

を
持
つ
左
の
奥
書
（
以
下
奥
書
Ａ
と
す
る
）
か
ら
、
大
凡
窺
う
こ
と
が
出
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来
る
。徒

移
涼

之
余
、
開
見
或
秘
書
之
処
、
依
有
大
用
之
条
々
抄
出
。
爰

有
訪
閑
朋
友
而
来
不
期
見
此
一
巻
。
可
免
書
写
之
由
、
強
有
所
望

矣
。
聊
為
所
清
書
也
。
凡
可
謂
斯
道
之
館

。
尤
莫
令
忽
緒
。
堅
禁

他
見
而
已
。嘉

慶
第
三
暦
大
簇
上

日
散
位
高
秀
誌
判

こ
こ
か
ら
、
本
書
は
、「
高
秀
」
な
る
人
物
に
よ
っ
て
、「
或
秘
書
」
か

ら
「
大
用
之
条
々
」
を
抄
出
し
た
も
の
を
、
友
人
が
偶
然
見
て
、
書
写
を

請
う
た
の
で
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
奥
書
Ａ
の

口
吻
か
ら
し
て
、
恐
ら
く
は
、
当
初
は
私
的
な
覚
書
と
し
て
「
抄
出
」
を

行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
人
に
書
写
さ
せ
る
に
際
し
、
書
物
と
し
て

の
体
裁
を
整
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
正
統
な
歌
道
家
に
お
い
て
門
弟
に

伝
授
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
歌
学
書
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
言
え

る
。
ま
た
、「
此
一
巻
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、
草
稿
段
階
の
覚

書
は
、
或
い
は
巻
子
の
形
態
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

６
）

な
い
。「
高
秀
」
と

い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
冷
泉
為
秀
の
門
弟
で
も
あ
り
、
当
時
政
治
的
に

有
力
で
あ
っ
た
南
北
朝
期
の
武
家
歌
人
の
京
極
（
佐
々
木
）
高
秀
と
考
え

ら

７
）

れ
る
。
嘉
慶
三
（
一
三
八
九
）
年
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
高
秀
に
よ

っ
て
こ
の
奥
書
が
記
さ
れ
た
時
点
な
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
本
書

の
成
立
年
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
成
立
の
目
安
と
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
本
書
は
南
北
朝
後
期
成
立
の
歌
学
書
で
あ
る
と
判
断
出
来

る
。

二
、
伝
本
と
系
統
分
類

内
容
の
具
体
的
検
討
に
先
立
っ
て
、
伝
本
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

本
書
の
伝
本
は
、
そ
の
本
文
の
特
質
か
ら
、
三
つ
の
系
統
に
分
類
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
三
つ
を
仮
に
甲
乙
丙
と
名
付
け
た
。
こ

の
系
統
分
類
の
目
安
と
な
る
本
文
異
同
二
箇
所
を
挙
げ
る
。

甲
類
本

①
広
大
本
）

乙
類
本

⑧
京
大
本
）

丙
類
本

祐
徳
本
）

冒 頭 本 文
【
１
】

一
、
歌
は
む
ね
こ
し
す
そ

を
よ
む
な
り
。

五
七
む
ね
五
こ
し
七
々
す
そ

此
三
所
に
、
縁
ノ
字
に
て

も
、
縁
ノ
詞
に
て
も
、
を

く
べ
し
。
縁
字
・
縁
詞
を

こ
し
に
す
へ
ざ
る
を
わ
ろ

し
と
す
。

一
、
歌
は

む
ね

こ
し

す
そ
を
よ
む
也
。

五むね
七

五こし
七

々すそ

此
三
所
に
、
縁
の
字
に
て

も
、
縁
の
詞
に
て
も
、
を

く
べ
し
。
縁
の
字
・
縁
の

こ
と
葉
を
こ
し
に
す
へ
ざ

る
を
わ
ろ
し
と
す
。

一
、
歌
は
む
ね
こ
し
す
そ

を
よ
む
な
り
。

五
む
ね
七
五こし

七
々すそ

此
三
所
に
、
縁
の
字
に
て

も
、
縁
詞
に
て
も
、
を
く

べ
し
。
縁
詞
を
こ
し
に
す

へ
ざ
る
を
わ
ろ
し
と
す
。

こしおれ歌のこと
【
６
】

一
、
こ
し
お
れ
歌
の
事

縁
の
字
を
こ
し
に
す
へ
ず

し
て
な
ま
じ
ゐ
に
か
た

〴
〵
に
す
へ
た
る
也
。

発
句
後
句
に
物
を
い
ひ
き

り
て
こ
し
を
ば
べ
ち
に
な

し
た
る
な
り
。

此
三
の
腰
折
に
ま
ど
ひ

て
、
歌
さ
ら
に
い
で
こ
ぬ

な
る
べ
し
。
…

一
、
こ
し
お
れ
歌
の
事

縁
の
字
を
こ
し
に
す
へ
ず

し
て
な
ま
じ
い
に
か
た

〴
〵
に
す
へ
た
る
也
。
縁

の
こ
と
葉
を
こ
し
に
す
へ

ず
し
て
な
ま
じ
い
に
か
た

方
に
す
へ
た
る
也
。
発
句

後
句
に
物
を
い
ひ
き
り
て

腰
を
ば
べ
ち
に
な
し
た
る

也
。
此
三
の
こ
し
お
れ
に

ま
ど
ひ
て
、
歌
さ
ら
に
い

一
、
こ
し
を
れ
歌
の
事

縁
の
字
を
こ
し
に
す
へ
ず

し
て
な
ま
じ
い
に
か
た

〴
〵
に
す
へ
た
る
也
。
縁

の
こ
と
ば
を
こ
し
に
す
へ

ず
し
て
。

発
句
後
句
に
物
を
い
ひ
き

り
て
こ
し
を
ば
べ
ち
〳
〵

に
な
し
た
る
也
。

此
三
の
腰
折
に
ま
ど
ひ

て
、
歌
さ
ら
に
い
で
こ
ぬ
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で
こ
ぬ
な
る
べ
し
。
…

な
る
べ
し
。
…

※

本
文
は
各
類
に
お
い
て
比
較
的
誤
脱
の
少
な
い
伝
本
を
用
い
た
。
〇
内
の
番
号

は
後
述
す
る
伝
本
番
号
。

※

【

】
内
の
数
字
は
何
番
目
の
項
目
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
。
第
三
節
に
て
後
述

す
る
。

こ
の
傍
線
部
の
異
同
が
分
類
の
目
安
と
な
る
。「
む
ね
・
こ
し
・
す
そ
」

の
図
示
の
仕
方
、「
三
の
腰
折
」
の
説
明
の
仕
方
が
、
甲
類
本
・
乙
類

本
・
丙
類
本
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
あ
る
。
他
に
も
細
か
な
異
同
は
多

く
存
す
る
。

こ
の
本
文
異
同
に
加
え
て
、
分
類
の
目
安
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
が

奥
書
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
奥
書
Ａ
に
、
次
に
掲
げ
る
二
種
類
の
奥

書
、
即
ち
永
享
八
（
一
四
三
六
）
年
の
年
記
を
持
つ
記
者
未
詳
奥
書
（
以

下
奥
書
Ｂ
と
す
る
）
と
、
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
の
二
位
法
印
（
細

川
幽
斎
）
奥
書
（
以
下
奥
書
Ｃ
と
す
る
）
を
加
え
た
、
計
三
種
類
の
奥
書

の
有
無
に
注
目
し
て
み
た
い
。

奥
書
Ｂ

本
云

于
時
永
享
第
八
天
暮
秋
中
十
日
、
依
或
貴
命
書
写
之
此
書
。
雖
為
此

道
之
秘
事
、
数
奇
之
志
依
不
少
、
自
或
方
相
伝
之
。
若
卒
爾
於
令
一

見
輩
者
、
忽
可
蒙
両
神
御
罰
。
努
々
不
可
有
外
見
云
々
。（
⑨
京
大

本
に
よ
る
）

奥
書
Ｃ

天
正
十
四
丙
戌
歳
仲
春
念
日

二
位
法
印
在
判
（
⑦
島
原
松
平
文
庫
本
に
よ
る
）

以
下
、
甲
乙
丙
の
三
類
の
、
現
在
所
在
の
確
認
可
能
な
伝
本
①
〜

を

掲

８
）

げ
る
。
猶
、
甲
類
は
諸
特
徴
か
ら
、
ⅰ
〜
ⅲ
の
三
種
類
に
細
分
類
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
各
伝
本
の
内
題
、
外
題
、
奥
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
有
無
に
つ
い

て
表
で
示
し
た
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

〇
甲
類
（
そ
の
形
態
か
ら
ⅰ
〜
ⅲ
に
分
類
可
）

ⅰ

或
秘
書
之
抄
出
」
単
独
本
…

或
秘
書
之
抄
出
」
題
と
奥
書
Ａ

を
持
つ
。

①
広
島
大
学
図
書
館
蔵
本
（
八
｜
四
｜
六
、
国
文
Ｎ
二
四
八
三
）

綴
葉
装
一
帖
。

ⅱ

『
和
歌
手
習
口
伝
』『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』『
或
秘
書
之
抄
出
』

合
写
本
…

或
秘
書
之
抄
出
」
題
と
奥
書
Ａ
を
持
つ
。
但
し
奥

書
は
書
写
の
際
省
略
さ
れ
る
場
合
あ
り
。

②
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
『
和
歌
手
習
口
伝
』

所
収
本
（
〇
九
一
・
ト
三
一
六
・
一
）。
袋
綴
装
一
冊
。（
斯
道

文
庫
本
Ａ
）

③
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
『
和
歌
手
習
口
伝
』

所
収
本
。（
〇
九
一
・
ト
三
一
九
・
一
）
袋
綴
装
一
冊
。（
斯
道

文
庫
本
Ｂ
）

④
彰
考
館
蔵
『
竹
園
抄
』
他
合
写
本
所
収
本
。（
巳
・
一
九
・
〇

七
五
五
七
）
袋
綴
装
一
冊
。

⑤
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
『
和
歌
手
習
伝
』
所

収
本
。（
〇
九
一
・
ト
三
四
九
・
一
）
綴
葉
装
一
帖
。（
斯
道
文

庫
本
Ｃ
）

※
本
文
も
や
や
乱
れ
、
比
較
的
⑥
に
近
い
。

⑥
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年
刊
『
和
歌
手
習
』
版
本
所
収
本
。
半

紙
本
二
冊
。
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※
本
文
が
乱
れ
て
い
る
が
便
宜
的
に
こ
こ
に
分
類
。

ⅲ

松
の
戸
」
本
…

松
の
戸
」
題
と
奥
書
Ｃ
を
持
つ
。

⑦
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
（
一
一
八
｜
五
）
袋
綴
装
一
冊
。

⑧
京
都
女
子
大
図
書
館
蔵
本
（
Ｗ
九
一
一
・
二
〇
一
・
Ｍ
）
袋
綴

装
一
冊
。

〇
乙
類
（「
或
秘
書
之
抄
出
」
内
題
と
「
定
家
（
卿
）
消
息
」
の
外

題
を
持
つ
。
奥
書
Ａ
Ｂ
を
持
つ
。）

⑨
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
（
国
文
学
Ｆ
ｃ
４
）
袋
綴

装
横
一
冊
。

⑩
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
（
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
の

う
ち
）（
Ｈ
｜
七
四
三
｜
一
一
二
）
袋
綴
装
一
冊
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
本
（
鷹
・
七
四
）
袋
綴
装
一
冊
。

〇
丙
類
（「
或
秘
書
云
（
書
）」
の
題
を
持
ち
、
末
尾
に
『
下
官
集
』

の
抄
出
を
付
載
。）

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
八
八
・
九
）

袋
綴
装
一
冊
。

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本
（
六
・
二
｜
二
・
一
九
一
九
）

袋
綴
装
一
冊
。

内

題

外

題

奥
書
Ａ
Ｂ
Ｃ

備

考

①

或
秘
書
之

抄
出

題

剥
落
痕

あ
り
。

Ａ

他
書
と
の
合
写
な
し
。〔
室
町
末
頃
〕

写
。

②

或
秘
書
之

抄
出

（
童
蒙
和
歌

口
授
）

Ａ

『
和
歌
手
習
口
伝
』・『
後
鳥
羽
院
御

口
伝
』
が
合
写
さ
れ
る
。〔
江
戸
前

期
頃
〕
写
。
仁
和
寺
真
乗
院
旧
蔵
。

竹
内

園
旧
蔵
。

③

或
秘
書
之

抄
出

和
歌
手
習
）

Ａ

『
和
歌
手
習
口
伝
』・『
後
鳥
羽
院
御

口
伝
』
が
合
写
さ
れ
る
。
花
山
院
常

雅
奥
書
（
後
筆
）
あ
り
。〔
江
戸
前

期
頃
〕
写
。

④

或
秘
書
之

抄
出

竹
園
抄
、

丗

六

人

歌

仙
、
倭
歌
手

習
口
伝
、
外

署
）

ナ
シ

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
確
認
。『
和

歌
手
習
口
伝
』・『
後
鳥
羽
院
御
口

伝
』
他
諸
書
が
合
写
さ
れ
る
。
寛
永

十
九
（
一
六
四
二
）
年
在
綱
書
写
奥

書
あ
り
。

⑤

あ
る
ひ
し

よ
の
し
よ

を
い
た
す

ナ
シ

ナ
シ

『
和
歌
手
習
（
口
）
伝
』『
後
鳥
羽

院
御
口
伝
』
他
諸
書
が
合
写
さ
れ

る
。
本
文
や
合
写
さ
れ
る
書
目
等
か

ら
、
現
在
確
認
し
得
る
写
本
の
中
で

は
、
最
も
⑥
寛
文
刊
本
に
近
い
と
見

ら
れ
る
。
但
し
直
接
的
関
係
に
は
無

い
。〔
江
戸
初
期
頃
〕
写
。

⑥

あ
る
ひ
し

よ
の
し
よ

を
い
た
す

和
歌
手
習
）

ナ
シ

『
和
歌
手
習
口
伝
』・『
後
鳥
羽
院
御

口
伝
』
他
諸
書
が
合
刻
さ
れ
る
。
寛

文
四
（
一
六
六
四
）
年
、
京
、
ゑ
さ

う
し
や
喜
左
衛
門
刊
。
出
雲
寺
和
泉

掾
の
刊
記
を
持
つ
も
の
は
後
印
。
ま

た
こ
の
寛
文
刊
本
を
元
に
作
ら
れ
た

小
本
（
絵
入
）
も
存

９
）

す
る
。
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⑦

松
の
戸

松
の
戸

Ｃ

他
書
と
の
合
写
な
し
。〔
江
戸
前
期

頃
〕
写
。

⑧

松
の
戸

松
の
戸

Ｃ

他
書
と
の
合
写
な
し
。
貴
重
書
に
つ

き
原
本
未
見
。
京
都
女
子
大
図
書
館

所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
確

認
。〔
江
戸
前
中
期
頃
〕
写
か
。

⑨

或
秘
書
之

抄
出

定
家
卿
消
息

全

Ａ
Ｂ

扉
（
元
表
紙
か
）
題
「
定
家
卿
消

息
」。
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
興

尊
写
。
菊
亭
家
旧
蔵
。

⑩

或
秘
書
之

抄
出

定
家
消
息

Ａ
Ｂ

扉
（
元
表
紙
か
）
題
「
定
家
消
息
」。

明
応
九
（
一
五
〇
〇
）
年
中
山
康
親

写
。
⑨
の
兄
弟
本
か
。

定
家
卿
消

息
／
或
秘

書
之
抄
出

（「
定
家
消

息
／
六
儀
／

読
方
伝
授
」）

Ａ
Ｂ

⑨
の
転
写
本
。『
六
儀
』『
読
方
伝

授
』
等
諸
書
を
合
写
。
安
政
四
（
一

八
五
七
）
年
写
。

或
秘
書
云

或
秘
書

ナ
シ

本
文
の
後
に
『
下
官
集
』
の
抄
出
が

付
載
さ
れ
、
そ
の
奥
に
、「
文
安
四

年
三
月
廿
四
日

定
家
卿
作

書
之
」

と
あ
り
。〔
江
戸
前
期
頃
〕
写
。
小

杉

邨
旧
蔵
。

或
秘
書
書

〔
或
秘
書
〕

ナ
シ

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
確
認
。

本
文
の
後
に
『
下
官
集
』
の
抄
出
が

付
載
さ
れ
、
そ
の
奥
に
、「
定
家
卿

作
／
文
安
四
年
三
月
廿
四
日

書

之
」
と
あ
り
。『
和
歌
手
習
伝
』、

『
和
歌
道
作
法
条
々
』
が
合
写
さ
れ

る
。〔
江
戸
前
期
頃
〕
写
か
。
鍋
島

直
郷
旧
蔵
。

※

外
題
の
内
（

）
で
示
し
た
も
の
は
、
複
数
書
目
の
合
写
本
で
あ
る
等
の
事
情

に
よ
り
、
本
書
の
題
と
は
異
な
る
題
が
外
題
と
し
て
現
れ
て
い
る
も
の
。

以
上
を
見
る
に
、
意
外
に
伝
本
は
多
く
、
そ
れ
な
り
に
流
布
し
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。
以
下
、
各
類
の
特
徴
を
簡
略
に
述
べ
た
い
。

甲
類
は
比
較
的
伝
本
も
多
く
、
恐
ら
く
最
も
流
布
し
た
系
統
と
考
え
ら

れ
る
。

ⅰ

『
或
秘
書
之
抄
出
』
単
独
本
は
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
内
題
、
奥

書
Ａ
を
持
ち
、
他
書
と
合
写
さ
れ
ず
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
単
独
で
伝
わ

る
伝
本
で
あ
る
。
現
在
確
認
出
来
る
の
は
①
広
大
本
の
み
で
あ
る
が
、
①

広
大
本
は
甲
類
本
の
中
で
は
比
較
的
書
写
年
代
が
古
く
、
室
町
末
頃
の
書

写
と
見
ら
れ
る
。

ⅱ

『
和
歌
手
習
口
伝
』『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』『
或
秘
書
之
抄
出
』
合

写
本
は
、
定
家
仮
託
書
の
『
和
歌
手
習
口
伝
』、『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
と

セ
ッ
ト
で
合
写
さ
れ
る
伝
本
で
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
内
題
を
持
つ
。

奥
書
Ａ
は
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
来
的
に
は
奥
書
Ａ
を

持
っ
て
い
た
も
の
が
、
転
写
の
過
程
で
奥
書
を
省
い
て
書
写
さ
れ
る
場
合

が
あ
っ
た
た
め
、
奥
書
Ａ
を
持
た
な
い
伝
本
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
版
本
『
和
歌
手
習
』
所
収
本
も
、『
和
歌
手
習
口
伝
』『
後
鳥
羽
院
御
口

伝
』
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
類
に
含
ま
れ
る
。
但
し
、
他
の
写
本
と
比
べ

て
か
な
り
本
文
が
乱
れ
て
お
り
、
他
の
甲
類
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
本

文
を
と
る
部
分
も
あ
る
。
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ⅲ

松
の
戸
」
本
は
、「
松
の
戸
」
の
題
を
持
ち
、『
或
秘
書
之
抄
出
』

の
題
を
持
た
ず
、
奥
書
Ｃ
を
持
ち
、
奥
書
Ａ
は
持
た
な
い
。
奥
書
Ｃ
に
見

え
る
「
二
位
法
印
」
は
細
川
幽
斎
と
見
ら
れ
、「
松
の
戸
」
本
は
、
細
川

幽
斎
が
そ
の
伝
来
に
関
わ
っ
た
系
統
の
本
と
言
え
る
。
独
自
異
文
は
あ
る

が
、
本
文
は
基
本
的
に
甲
類
の
特
徴
を
示
す
。「
松
の
戸
」
の
題
の
由
来

は
不
明
で
あ
る
が
、
多
分
に
秘
伝
性
を
帯
び
た
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

乙
類
は
『
定
家
卿
消
息
』
あ
る
い
は
『
定
家
消
息
』
の
題
と
『
或
秘
書

之
抄
出
』
の
内
題
を
併
せ
持
ち
、
奥
書
Ａ
の
後
に
奥
書
Ｂ
が
続
く
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
書
が
定
家
歌
学
書
で
あ
る
か
の
よ
う
な
題
が

付
い
て
い
る
訳
だ
が
、
明
確
に
本
書
を
定
家
の
作
に
仮
託
す
る
の
は
こ
の

類
の
み
で
あ
る
。
本
書
は
本
来
的
に
は
定
家
仮
託
書
で
は
な
く
、
享
受
の

あ
る
過
程
に
お
い
て
の
み
、
定
家
仮
託
書
の
相
貌
を
帯
び
て
い
る
と
言
え

る
。丙

類
は
「
或
秘
書
云
」
乃
至
「
或
秘
書
書
」
と
い
う
内
題
を
持
ち
、

『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
後
に
『
下
官
集
』
の
仮
名
遣
い
例
の
抄
出
を
付
載

し
、
末
尾
に
文
安
四
（
一
四
四
七
）
年
奥
書
を
持
つ
。
奥
書
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
見

ら
れ
な
い
。

本
文
的
に
は
甲
類
と
乙
類
は
比
較
的
近
く
、
丙
類
は
甲
乙
両
類
か
ら
や

や
隔
た
っ
て
い
る
。
甲
類
と
乙
類
の
本
文
異
同
は
、
書
承
の
過
程
で
生
じ

た
も
の
と
見
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
便
宜
的
に
甲
・
乙
と
類
を

分
け
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
類
を
分
か
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
本
文

異
同
は
無
い
。
一
方
、
甲
乙
類
と
丙
類
と
の
異
同
の
中
に
は
、
享
受
の
過

程
で
生
じ
た
と
は
考
え
が
た
い
異
同
も
存
す
る
。

本
節
で
述
べ
た
系
統
分
類
に
つ
い
て
、
試
み
に
図
式
化
す
る
と
左
の
通

り
で
あ
る
。

甲
類
ⅰ
（
①
）

甲
類

甲
類
ⅱ
（
②
〜
⑤
）

甲
類
ⅱ
版
本
（
⑥
）

甲
乙
類

甲
類
ⅲ
（
⑦
⑧
）

乙
類
（
⑨
〜

）

丙
類
（

）

甲
乙
類
と
丙
類
の
い
ず
れ
の
形
態
が
原
態
に
近
い
か
の
判
断
は
困
難
で

あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
甲
乙
類
は
、
丙
類
よ
り
も
本
文
が
整
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奥
書
Ａ
か
ら
、
本
書
が
草
稿
↓
清
書
と
い
う
生
成
過

程
を
経
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
断
言
は
出
来
な
い

が
、
丙
類
の
祖
本
が
草
稿
本
、
甲
乙
類
の
祖
本
が
清
書
を
経
た
本
と
考
え

る
の
も
可
能
か
も
知
れ

10
）

な
い
。

本
書
の
引
用
は
原
則
と
し
て
、
特
に
断
ら
な
い
場
合
は
、
最
も
流
布
し

た
甲
類
本
の
う
ち
、
書
写
年
代
の
古
い
①
広
大
本
に
拠
る
こ
と
と

11
）

す
る
。

以
上
、
本
書
の
伝
本
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
て
き
た
。
本
書
は
伝
本
に

よ
り
書
名
が
一
定
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
多
く
の
伝
本
が
内
題
と
し
て
採

る
「
或
秘
書
之
抄
出
」
を
本
書
の
統
一
書
名
と
し
て
採
用
し
た
い
。

三
、
構

成

さ
て
、
奥
書
Ａ
中
の
「
或
秘
書
」
と
「
大
用
之
条
々
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
、
ま
ず
は
本
書
の
構
成
に
目
を
向

け
て
み
よ
う
。
本
書
は
現
在
確
認
出
来
る
全
て
の
伝
本
に
お
い
て
、
伝
本

に
よ
り
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
の
内
容
を
示
す
以
下
よ
う
な

目
録
が
、
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
。

【
１
】

一
、
歌
の
か
た
こ
し
す
そ
の
事
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【
２
】

一
、
縁
の
詞
の
事

【
３
】

一
、
縁
の
字
の
事

【
４
】

一
、
発
句
後
句
の
事

【
５
】

一
、
歌
の
頸
の
事

【
６
】

一
、
こ
し
お
れ
の
事

【
７
】

一
、
仮
名
を
い
た
は
る
事

【
８
】

一
、
可
好
読
文
字
七
あ
る
事

【
９
】

一
、
仮
名
を
え
る
事

【
10
】

一
、
詞
を
あ
ま
す
事

【
11
】

一
、
異
名
を
心
う
る
事

【
12
】

一
、
た
す
け
字。を

存
事
付
六
字
事

【
13
】

一
、
や
す
め
字
を
心
う
る
事

【
14
】

一
、
仮
名
を
あ
ま
さ
る
ゝ
事

【
15
】

一
、
う
へ
し
た
を
心
う
る
事

【
16
】

一
、
き
ゝ
し
れ
の
う
へ
し
た
の
事

【
17
】

一
、
詞
の
う
へ
し
た
を
せ
ざ
れ
と
い
ふ
事

【
18
】

一
、
縁
を
と
を
の
け
ざ
る
事

【
19
】

一
、
五
文
字
ノ
事

【
20
】

一
、
か
し
が
ま
し
き
字
の
事

【
21
】

一
、
り
ん
と
う
の
事

【
22
】

一
、
可
詠
歌
様
の
事

【
23
】

一
、
用
両
様
事

【
24
】

一
、
秀
逸
事

【
25
】

一
、
て
に
を
は
の
事

【
26
】

一
、
古
歌
を
と
る
事

【
27
】

一
、
傍
題
の
事

【
28
】

一
、
贈
答
事

こ
こ
で
は
便
宜
的
に
【
１
】
か
ら
【
28
】
の
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
を

み
る
と
、
本
書
が
「
歌
の
か
た
こ
し
す
そ
の
事
」
以
下
二
八
項
目
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
目
録
と
本
文
は
、
順
番
・
内
容
に

お
い
て
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も

12
）

の
の
、
本
書
の
内
容

を
端
的
に
表
し
て
お
り
、
こ
の
目
録
か
ら
本
書
の
性
格
を
窺
う
こ
と
は
出

来
る
。
こ
こ
か
ら
想
像
出
来
る
と
お
り
、
本
書
は
審
美
的
、
抽
象
的
内
容

で
は
な
く
、
和
歌
を
詠
む
に
際
し
て
の
、
具
体
的
な
技
法
に
つ
い
て
の
記

述
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
・
内
容
を
と
る
歌
学
書
は

当
時
と
し
て
も
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
、
奥
書
Ａ
の

「
大
用
之
条
々
」
と
い
う
の
は
、「
和
歌
を
実
際
に
詠
む
に
あ
た
っ
て
役

に
立
つ
条
々
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
各
条
の
順
番
等
は
特

に
意
味
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
ず
、
全
体
と
し
て
雑
然
と
し
た
構
成
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
奥
書
Ａ
よ
り
推
測
し
た
、
本
書
が
元
々
は
私
的
な
覚
書

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
、
先
行
歌
学
書
と
の
関
係

｜

或
秘
書
」
と
は
何
か
｜

そ
れ
で
は
、
本
書
の
抄
出
母
体
「
或
秘
書
」
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
前
稿
で
既
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
は
必
要
最
低
限
を
述
べ
る
に
留
め
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
再
説
に
な

る
が
、
そ
の
点
に
つ
き
、
も
う
少
し
具
体
的
か
つ
詳
細
な
検
証
の
過
程
を

示
し
つ
つ
考
察
を
行
い
た
い
。

或
秘
書
」
と
い
う
の
は
、
南
北
朝
期
、
少
な
く
と
も
嘉
慶
年
間
ま
で
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に
成
立
し
て
い
た
歌
学
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
本
書
の
乙
類
本

の
伝
本
が
、「
定
家
（
卿
）
消
息
」
と
い
う
題
を
持
つ
と
い
う
点
に
注
目

す
る
と
、
定
家
関
係
の
歌
書
が
そ
の
候
補
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
定

家
真
作
の
歌
書
に
加
え
て
、
定
家
仮
託
の
諸
歌
学
書
の
中
に
、
本
書
と
本

文
的
影
響
関
係
に
あ
る
も
の
は
確
認
出
来
な
い
。「
或
秘
書
」
は
定
家
歌

論
書
系
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

⒜

『
悦
目
抄
』
と
の
関
係

続
い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
『
悦
目
抄
』
で
あ
る
。
川
平
氏
に
よ
り
『
或

秘
書
之
抄
出
』
と
悦
目
抄
系
歌
論
と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
③
斯
道
文
庫
Ｂ
本
に
は
本
書
に
対
し
て
「
悦
目
抄
抄
出
カ
」
と
い
う
朱

書
き
入
れ
（
後
筆
、
江
戸
中
期
頃
カ
）
が
見
ら
れ
る
の
で

13
）

あ
る
。『
悦
目

抄
』
は
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
基
俊

仮
託
の
「
秘
書
」
で
あ
り
、
や
は
り
歌
壇
の
外
縁
に
お
い
て
生
成
・
展
開

し
て
い
っ
た
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
『
悦
目
抄
』
が
『
或
秘
書
之
抄
出
』
の

抄
出
母
体
「
或
秘
書
」
で
あ
っ
た
の
か
、
本
文
の
比
較
に
よ
り
検
証
し
て

ゆ
き

14
）

た
い
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』【
１
】

『
悦

目

抄
』

一
、
歌
は
む
ね
こ
し
す
そ
を
よ
む
な
り
。

五
七
む
ね
五
こ
し
七
々
す
そ

此
三
所
に
、
縁
ノ
字
に
て
も
、
縁
ノ

詞
に

て
も
、
を
く
べ
し
。
縁
字
縁
詞
を
こ
し
に

す
へ
ざ
る
を
わ
ろ
し
と
す
。

む
ね
こ
し
す
そ
と
云
ふ
は
、
初
の
五
七
の

間
は
胸
、
五
七
五
と
七
々
の
あ
ひ
は
腰
、

七
々
の
間
は
す
そ
也
。
此
三
所
に
縁
の
字

に
て
も
、
詞
に
て
も
す
ゑ
べ
し
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』
冒
頭
の
本
文
（【
１
】）
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
と

思
わ
れ
る
『
悦
目
抄
』
の
本
文
を
並
べ
て
掲
示
し
た
。
比
較
し
て
み
る

と
、
両
者
は
何
ら
か
の
影
響
関
係
に
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。『
或
秘
書
之
抄
出
』
傍
線
部
の
「
五
七
む
ね

五
こ
し

七
々
す
そ
」
は

『
悦
目
抄
』
傍
線
部
の
「
初
の
五
七
の
間
は
胸
、
五
七
五
と
七
々
の
あ
ひ

は
腰
、
七
々
の
間
は
す
そ
也
」
と
い
う
内
容
を
要
約
、
図
示
し
た
も
の
と

考
え

15
）

ら
れ
、
続
く
本
文
、「
此
三
所
に
、
縁
ノ
字
に
て
も
、
縁
ノ
詞
に
て

も
、
を
く
べ
し
」
と
「
此
三
所
に
縁
の
字
に
て
も
、
詞
に
て
も
す
ゑ
べ

し
」
は
本
文
的
に
類
似
し
て
い
る
。

本
文
的
影
響
関
係
と
い
う
点
で
よ
り
わ
か
り
や
す
い
の
が
、
次
の
例
で

あ
る
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』【
12
】

『
悦

目

抄
』

一
、
た
す
け
を
存
よ
と
い
ふ
こ
と
付
六
字
事

き
と
み
と
は
と
も
と
む
と
し
と
也
。「
谷

ふ
か
き
」
と
あ
ら
ん
に
、
こ
は
く
も
き
こ

え
、
と
な
り
も
さ
し
あ
ふ
べ
く
は
、「
谷

ふ
か
み
」
と
か
ふ
べ
し
。
み
と
き
と
は
同

ひ
ゞ
き
也
。
又
「
い
で
し
月
か
は
」
な
ど

云
べ
き
に
、
こ
は
く
も
き
こ
え
、
と
な
り

も
さ
し
あ
ふ
べ
く
は
、「
い
で
し
月
か
も
」

な
ど
か
ふ
べ
し
。
は
と
も
は
お
な
じ
ひ
ゞ

き
な
り
。「
み
ち
ぬ
ら
ん
」
を
「
み
ち
ぬ

ら
し
」
と
よ
む
べ
し
。
は
た
ら
か
さ
で
た

す
く
る
ゆ
へ
に
、
助
字
と
は
名
づ
く
る

也
。

た
す
け
字
を
存
せ
よ
と
は
、
き
と
み
と
は

と
も
と
也
。「
谷
ふ
か
き
」
と
あ
ら
む
に

こ
は
く
も
聞
え
隣
も
さ
し
あ
は
ゞ
、「
谷

深
み
」
と
か
へ
ゞ
し
。
み
と
き
と
は
お
な

じ
ひ
ゞ
き
の
か
な
也
。
又
「
出
し
月
か

は
」
な
ど
云
べ
き
を
、
こ
は
く
も
聞
え
隣

も
さ
し
あ
は
ゞ
、「
出
し
月
か
も
」
な
ど

か
ゆ
る
べ
し
。
は
と
も
と
は
ひ
と
つ
ひ
ゞ

き
の
か
な
也
。
は
た
ら
か
さ
で
た
す
く
る

な
り
。
ゆ
へ
に
助
字
と
は
名
付
る
也
。

「
み
ち
ぬ
ら
し
」
と
「
み
ち
ぬ
ら
ん
」
と

か
へ
読
也
。

両
者
が
、
本
文
的
に
何
ら
か
の
影
響
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
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ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
み
る
と
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
二
八
条
の
内

容
の
う
ち
、
先
に
引
用
し
た
目
録
の
番
号
で
い
う
【
27
】「
傍
題
の
事
」

を
除
く
全
て
の
条
が
、『
悦
目
抄
』
に
同
様
の
内
容
を
見
出
せ
る
の
で
あ

る
。
本
書
の
抄
出
母
体
「
或
秘
書
」
が
、『
悦
目
抄
』
で
あ
る
可
能
性
は

有
力
で
あ
る
。

三
輪
正
胤
氏
は
悦
目
抄
系
歌
論
と
し
て
、『
悦
目
抄
』
の
ほ
か
に
、『
和

歌
三
重
之
大
事
』、『
和
歌
大
綱
』、『
和
歌
肝
要
』、『
和
歌
無
底
抄
』
と
い

っ
た
歌
書
を
挙
げ
て
お
ら

16
）

れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
書
は
共
通
す
る
内
容
を
多

く
持
つ
。「
或
秘
書
」
と
は
こ
れ
ら
の
悦
目
抄
系
歌
論
に
属
す
る
歌
学
書

で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
本
文
に
は
、『
悦

目
抄
』
の
み
に
見
ら
れ
る
『
簸
河
上
』
や
『
八
雲
御
抄
』
依
拠
部
分
か
ら

も
抄
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
抄
出

母
体
、「
或
秘
書
」
は
、
他
の
悦
目
抄
系
歌
論
書
で
は
な
く
、『
悦
目
抄
』

で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
わ

17
）

れ
る
。

猶
、『
悦
目
抄
』
は
そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
俊
成
の
師
で
あ
る
基
俊
に

発
す
る
御
子
左
家
相
伝
の
秘
書
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
権
威
付
け
ら
れ

て
い
る
。
高
秀
が
見
て
い
た
「
秘
書
」
に
も
そ
う
し
た
奥
書
は
記
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
奥
書
に
は
「
或

秘
書
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
秘
書
が
い
か
な
る
相
伝
を
経
た
権
威
を
持

つ
秘
書
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
或

秘
書
之
抄
出
』
は
基
本
的
に
自
分
が
実
際
に
和
歌
を
詠
む
た
め
の
私
的
な

覚
え
書
で
あ
り
、
他
者
へ
伝
授
す
る
た
め
の
秘
伝
書
と
し
て
の
要
素
は
薄

か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

⒝

『
愚
問
賢
注
』
と
の
関
係

そ
れ
で
は
『
悦
目
抄
』
に
見
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る
、「【
27
】
傍
題
の

事
」
条
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
川
平
氏
の
研
究
発
表
資

料
に
お
い
て
『
愚
問
賢
注
』
頓
阿
答
と
の
本
文
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。『
或
秘
書
之
抄
出
』「【
27
】
傍
題
の
事
」
条
と
、『
愚
問
賢
注
』
本

文
を
並
べ
て
掲
示

18
）

す
る
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』【
27
】

『
愚
問
賢
注
』
頓
阿
答

一
、
傍
題
之
事

ふ
る古

く
は
題
の
ほ
か
に
こ
と
物
を
詠
じ
加

た
る
を
申
侍
也
。
経
盛
卿
わ
が
家
ノ
歌
合

に
、
鹿
の
題
に
て
、「
峯
に
鳴
し
か
の
ね

ち
か
く
き
こ
ゆ
な
り
紅
葉
ふ
き
お
ろ
す
夜

半
の
あ
ら
し
に
」
と
侍
を
、
清
輔
判
に
、

「
右
、
紅
葉
吹
お
ろ
す
な
ど
歌
め
き
た

り
。
抑
傍
題
を
ば
よ
ま
ぬ
事
也
と
申
人
も

あ
れ
ど
、
天
徳
・
花
山
歌
合
に
も
侍
め
れ

ば
、
ひ
が
事
に
あ
ら
じ
」
と
て
、
持
に
定

侍
と
云

々
。
又
歌
数
あ
る
中
に
、
端
に
も

奥
に
も
あ
る
題
の
事
を
よ
み
た
る
を
も
傍

題
と
申
侍

。
三
十
首
五
十
首
に
な
り
ぬ

れ
ば
、
さ
の
み
申
さ
ぬ
事
に
や
。
春
の
歌

に
、
霞
の
題
あ
ら
ん
に
、
こ
と
題
に
霞
を

よ
み
、
秋
を
露
の
題
の
外
に
、
又
露
を
よ

ま
ん
事
、
こ
れ
を
よ
ま
で
は
歌
難
出
来

。
又
三
首
五
首
に
は
は
ゞ
か
る
べ
し
。

そ
れ
も
引
見
ル
に
は
作
例
あ
り
ぬ
べ
し
。

傍
題
と
申
事
、
ふ
る
く
は
題
の
外
に
こ
と

物
を
詠
加
た
る
と
申
事
候

。
経
盛
卿
わ

が
家
の
歌
合
に
鹿
題
に
て
「
峯
に
鳴
し
か

の
ね
ち
か
く
き
こ
ゆ
な
り
紅
葉
吹
お
ろ
す

夜
は
の
嵐
に
」
と
侍
を
、
清
輔
判
に

「
右
、
紅
葉
吹
お
ろ
す
な
ど
歌
め
き
た

り
。
抑
傍
題
を
ば
よ
ま
ぬ
事
と
申
人
も
あ

れ
ど
、
天
徳
・
花
山
の
歌
合
に
も
侍
め
れ

ば
、
ひ
が
事
に
あ
ら
じ
」
と
て
持
に
定
侍

と
云
々
。
又
歌
数
あ
る
中
に
、
は
し
に
も

お
く
に
も
あ
る
題
の
事
を
よ
み
た
る
を
も

傍
題
と
申
侍

。
三
十
首
五
十
首
に
な
り

ぬ
れ
ば
、
さ
の
み
申
さ
ぬ
事
に
や
。
春
の

歌
に
霞
の
題
の
あ
ら
ん
に
、
こ
と
題
に
霞

を
よ
み
、
秋
に
露
題
の
外
に
又
つ
ゆ
を
よ

ま
む
こ
と
、
こ
れ
を
よ
ま
で
は
歌
難
出
来

。
又
三
首
五
首
は
殊
は
ゞ
か
る
べ
く

候
。
そ
れ
も
引
見
候
は
ゞ
、
作
例
は
あ
り

ぬ
べ
く
候
へ
ど
も
不
庶
幾
事
に
て
候
へ
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然
而
、
不
庶
幾
事
な
れ
ば
邂
逅
例
も
無
其

詮

。
但
、
七
夕
七
首
な
ど
に
、
河
に

「
あ
ま
の
河
」
と
よ
み
て
、
又
こ
と
題
に

あ
ま
の
河
を
よ
ま
ん
事
く
る
し
か
る
べ
か

ら
ざ
る
也
。

ば
、
邂
逅
例
も
無
其
詮
候

。
但
、
七
夕

七
首
な
ど
に
、
七
夕
河
に
「
あ
ま
の
川
」

と
よ
み
て
、
又
こ
と
題
に
あ
ま
の
河
を
よ

ま
む
こ
と
、
く
る
し
か
ら
ず
候
。

文
体
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
本
文
的
に
両
者
が
影
響
関
係
に

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
愚
問
賢
注
』
は
二
条
良
基
の
問
に
頓
阿
が

答
え
る
と
い
う
形
式
で
、
貞
治
二
（
一
三
六
三
）
年
に
成
立
し
た
、
高
秀

に
と
っ
て
は
同
時
代
の
歌
学
書
で
あ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
秀

と
良
基
と
は
近
し
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
、
成
立
間
も
な
い
『
愚
問
賢

注
』
が
こ
こ
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
何
も
問
題
は
無
い
と
言

19
）

え
る
。

「【
27
】
傍
題
の
事
」
は
『
愚
問
賢
注
』
の
抄
出
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
は
秘
書
で
あ
る
『
悦
目
抄
』

よ
り
、
和
歌
を
詠
む
に
際
し
役
に
立
つ
部
分
を
抄
出
し
た
も
の
に
、
や
は

り
和
歌
を
詠
む
に
際
し
重
要
で
あ
ろ
う
『
愚
問
賢
注
』
の
傍
題
論
を
加
え

て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
既
に
存
在
す

る
の
歌
学
書
の
抄
出
、
要
約
で
あ
り
、
本
書
独
自
の
新
内
容
と
い
う
の
は

殆
ど
無
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

五
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
享
受
の
一
面

さ
て
、
本
書
の
成
立
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は

享
受
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
伝
本
の
考
察
の
際
に
述
べ
た
如
く
、

本
書
の
伝
本
は
意
外
に
多
く
、
甲
類
本
を
中
心
に
広
く
流
布
し
た
と
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
乙
類
本
の
存
在
が
示
す
如
く
、
室
町
中
期
に
は
一
部
で
は

「
定
家
（
卿
）
消
息
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
、
定
家
の
作
と
し
て
享
受
が

な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
世
期
に
は
、
版
本
『
和
歌
手
習
』
に
も
合

刻
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
な
お
広
範
に
流
布
す
る
に
至
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
享
受
の
一
面
と
し
て
、
本
書
が
後
代
の

歌
学
書
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
例
を
一
つ
提
示
し
た
い
。

『
日
本
歌
学
大
系
』
第
五
巻
、
及
び
、『
歌
論
歌
学
集
成
』
第
一
一
巻
に

収
載
さ
れ
る
、『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』
な
る
歌
学
書
が
あ
る
。

『
歌
学
大
系
』『
歌
論
歌
学
集
成
』
の
両
書
が
底
本
と
す
る
、
慶
應
義
塾

大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
、
久
曽
神
昇
氏
旧
蔵
『
冷
泉
家

和
歌
口
伝
抄
』（
〇
九
一
｜
ト
・
二
六
九
・『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』

を
含
め
、
四
作
品
が
合
冊
さ
れ
る
。）
所
収
本
が
現
在
唯
一
確
認
で
き
る

伝
本
で
あ
り
、
一
般
的
に
広
く
流
布
し
た
歌
学
書
で
は
な
い
。『
歌
論
歌

学
集
成
』「

20
）

解
題
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
、「
登
場
人
物
が
基
本
的
に
冷
泉

家
の
人
物
と
そ
の
先
祖
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
内
容
や
奥
書
の
検
討
か

ら
も
、
一
応
本
書
は
冷
泉
家
の
人
物
、
特
に
為
和
あ
た
り
の
著
作
も
し
く

は
、
そ
の
説
を
核
と
し
て
室
町
後
期
頃
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
本
書
は
中
世
歌
学
の
緒
言
説
の
取
り
合
せ
と
言
っ
て
良
い
も
の
で
あ

り
、
特
に
『
和
歌
口
伝
抄
』『
三
五
記
』『
悦
目
抄
』『
和
歌
大
綱
』
等
の

秘
伝
書
類
か
ら
、
五
句
の
名
や
親
句
・
疏
句
説
な
ど
、
中
世
歌
学
で
は
重

要
視
さ
れ
た
記
述
を
中
心
に
、
歌
題
に
関
す
る
注
意
事
項
か
ら
短
冊
の
墨

継
ぎ
等
に
至
る
ま
で
、
雑
多
な
歌
学
知
識
を
特
別
な
方
針
も
無
く
集
成
し

て
い
る
様
で
あ
る
。
為
に
親
句
・
疏
句
説
な
ど
複
数
の
異
な
る
説
が
散
在

し
て
い
た
り
も
す
る
の
だ
が
、
中
世
歌
学
の
性
格
、
当
時
の
歌
人
達
が
欲

し
て
い
た
知
識
の
質
な
ど
を
窺
う
際
に
は
面
白
い
資
料
で
あ
ろ
う
」
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
『
悦
目
抄
』
に
拠
る
と
さ
れ
る
部
分
は
、
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『
悦
目
抄
』
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
甲
類
本
『
或
秘
書
之
抄
出
』

を
依
拠
資
料
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下

そ
の
根
拠
と
な
る
部
分
二
箇
所
の
、
両
者
の
本
文
を
並
べ
て
掲

21
）

げ
る
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』

『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』

悦
目
抄
依
拠
部
分

一
、
歌
は
む
ね
こ
し
す
そ
を
よ
む
な
り
。

五
七
む
ね
五
こ
し
七
々
す
そ

此
三
所
に
、
縁
ノ
字
に
て
も
、
縁
ノ

詞
に

て
も
、
を
く
べ
し
。
縁
字
縁
詞
を
こ
し
に

す
へ
ざ
る
を
わ
ろ
し
と
す
。（【
１
】）

五
七
ム
ネ
五
コ
シ
七
七
ス
ソ

三
曲
ノ
相
伝

可
秘
々
々

此
三
所
に
縁
の
字
に
て
も
縁
の
詞
に
て
も

を
く
べ
し
。
え
ん
の
字
え
ん
の
詞
を
こ
し

に
す
ゑ
ざ
る
を
わ
ろ
し
と
す
。
…

一
、
こ
し
お
れ
歌
の
事

縁
の
字
を
こ
し
に
す
へ
ず
し
て
、
な
ま
じ

ゐ
に
か
た
〴
〵
に
す
へ
た
る
也
。
発
句
後

句
に
物
を
い
ひ
き
り
て
、
こ
し
を
ば
べ
ち

に
な
し
た
る
な
り
。
此
三
の
腰
折
に
ま
ど

ひ
て
、
歌
さ
ら
に
い
で
こ
ぬ
な
る
べ
し
。

…
（
後
略
）（【
６
】）

一
、
こ
し
を
れ
と
い
ふ
は
、
縁
の
字
を
こ

し
に
す
ゑ
ず
し
て
、
な
ま
じ
ゐ
に
か
た

〴
〵
に
す
ゑ
た
る
な
り
。
発
句
後
句
に
も

の
を
い
ひ
き
り
て
、
こ
し
を
べ
つ
に
な
し

た
る
な
り
。
此
三
の
こ
し
を
れ
に
ま
ど
ひ

て
、
歌
さ
ら
に
い
で
こ
ぬ
な
り
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
両
者
は
本
文
的
に
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』
は
、
歌
の
む
ね
こ
し
す
そ

を
、「
五
七
ム
ネ
五
コ
シ
七
七
ス
ソ
」
と
図
示
す
る
。「
ム
ネ
・
コ
シ
・
ス

ソ
」
と
片
仮
名
表
記
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
図
示
方
法
を
と
る
も
の

は
現
在
の
所
『
或
秘
書
之
抄
出
』
以
外
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ

し
て
図
示
の
仕
方
、
即
ち
「
む
ね
・
こ
し
・
す
そ
」
の
位
置
が
甲
類
本
の

そ
れ
と
一
致
す
る
。
ま
た
、「
三
の
こ
し
を
れ
」
と
言
い
な
が
ら
、「
縁
の

字
を
こ
し
に
す
ゑ
ず
し
て
、
な
ま
じ
ゐ
に
か
た
〳
〵
に
す
ゑ
た
る
な

り
」・「
発
句
後
句
に
も
の
を
い
ひ
き
り
て
、
こ
し
を
べ
つ
に
な
し
た
る
な

り
」
の
二
つ
し
か
挙
げ
な
い
と
い
う
点
も
、
甲
類
本
『
或
秘
書
之
抄
出
』

の
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
他
諸
々

22
）

の
点
で
、『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』
の
『
悦
目
抄
』

依
拠
部
分
の
本
文
は
、
現
在
確
認
出
来
る
歌
学
書
の
な
か
で
は
、
甲
類
本

『
或
秘
書
之
抄
出
』
に
最
も
近
く
、『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』
は
甲

類
本
『
或
秘
書
之
抄
出
』
を
依
拠
資
料
と
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
こ
こ

に
『
悦
目
抄
』
か
ら
『
或
秘
書
之
抄
出
』、
さ
ら
に
『〔
冷
泉
家
〕
和
歌

秘
々
口
伝
』
と
い
う
流
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
じ
内
容
の
言
説

が
、
新
た
な
歌
学
書
に
お
い
て
再
生
産
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
見
て
取
れ

よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
が
歌
壇
の
あ
る
場
に
お
い

て
は
、
一
定
の
価
値
を
有
す
る
歌
学
書
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
の
で
あ
る
。

六
、
抄
出
の
様
相

『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
生
成
と
享
受
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
「
抄
出
」
行
為
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加
え
た
い
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』
と
い
う
題
が
示
す
と
お
り
、
本
書
は
編
者
高
秀
が

「
或
秘
書
」
で
あ
る
『
悦
目
抄
』
を
「
抄
出
」
し
た
も
の
が
、
そ
の
内
容

の
核
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
本
書
の
性
格
を
知
る
た
め
に
、
そ
の

「
抄
出
」
が
ど
の
よ
う
な
意
識
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』
と
抄
出
母
体
『
悦
目
抄
』
の
本
文
を
比
較
し
て
み

る
と
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
本
文
は
単
に
無
意
識
に
『
悦
目
抄
』
か
ら

抄
出
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
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『
或
秘
書
之
抄
出
』「【
26
】
古
歌
を
と
る
事
」
条
に
お
い
て
、
抄
出
者
は

『
悦
目
抄
』
で
は
二
つ
の
異
な
る
場
所
に
配
置
さ
れ
た
本
歌
取
り
言
説
を

一
箇
所
に
ま
と
め
て
い
る
の
で

23
）

あ
る
。
つ
ま
り
高
秀
は
、『
悦
目
抄
』
の

本
文
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
を
並
べ
替
え
て
、
自
ら
の
秩
序
に
基
づ
い
て

再
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
悦
目
抄
』
本
文
と
の
微
妙
な
文
言
の
相

違
は
、
こ
の
再
構
成
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
、

『
或
秘
書
之
抄
出
』
は
雑
然
と
し
た
構
成
で
は
あ
る
も
の
の
、
各
部
分
の

本
文
に
関
し
て
は
、
抄
出
母
体
で
あ
る
『
悦
目
抄
』
よ
り
も
秩
序
立
っ
た

構
成
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
本
書
が
草
稿
段
階
に
お
い
て
巻
子
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
可
能
性

を
示
唆
し
た
が
、
巻
子
と
い
う
形
態
は
切
り
接
ぎ
が
自
由
に
出
来
る
の

で
、
抄
出
し
た
も
の
を
整
理
し
て
並
べ
替
え
る
と
い
う
作
業
を
行
う
に
は

都
合
が
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
悦
目
抄
』
に
「
大
方
め
づ
ら

し
き
種
出
き
た
る
、
草
子
、
巻
物
に
注
付
て
、
可
置
也
。
忘
れ
じ
れ
う
な

り
。」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
本
文
は
、
丙
類
本
『
或
秘
書
之

抄
出
』
の
独
自
異
文
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
編
者
で
あ
る
高
秀
が

覚
書
の
た
め
に
巻
子
を
使
用
す
る
と
い
う
発
想
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は

高
い
。

し
か
し
さ
ら
に
興
味
深
い
の
が
、
抄
出
再
構
成
の
過
程
で
、
母
体
と
内

容
的
矛
盾
が
生
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
か
り
や
す

い
例
と
し
て
、「【
28
】
贈
答
の
事
」
条
を
挙
げ
る
。
本
書
の
本
文
と
、
対

応
す
る
『
悦
目
抄
』
本
文
を
並
べ
て
掲
げ
る
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』【
28
】

『
悦

目

抄
』

一
、
贈
答
事

こ
れ
は
歌
を
返
す
事
也
。
極
て
大
事
也
。

人
の
や
す
く
思
て
お
か
し
げ
に
返
す
、
見

ぐ
る
し
き
事
也
。
返
も
や
う
〳
〵
の
体
あ

り
。
小
町
が
も
と
へ
真
静
法
師
が
説
法
を

一
、
小
町
が
も
と
へ
、
真
せ
い
法
し
が
説

法
を
聞
て
、
あ
べ
の
き
よ
ゆ
き
が
、

つ
ゝ
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人

を
見
ぬ
目
の
泪
成
け
り

き
ゝ
て
、
安
倍
清
行
が
、

か
へ
し
、
小
町

つ
ゝ
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
し
ら
玉
は

人
を
み
ぬ
め
の
涙
な
り
け
り

お
ろ
か
な
る
涙
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
我
は

せ
き
あ
へ
ず
滝
津
瀬
な
れ
ば
、

小
町
が
返
し
、

お
ろ
か
な
る
涙
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
我
は

一
、
業
平
が
家
に
侍
け
る
女
に
、
と
し
ゆ

き
、

せ
き
あ
へ
ず
た
き
つ
せ
な
れ
ば

業
平
が
家
に
侍
け
る
女
に
、
敏
行

つ
れ
〴
〵
の
な
が
め
に
ま
さ
る
泪
河
袖

の
み
ぬ
れ
て
あ
ふ
よ
し
も
な
し

あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
と

し
に
ま
れ
な
る
人
も
待
け
り

と
い
へ
る
返
事
、
業
平
、
女
に
か
は
り

て
、

と
い
へ
る
返
し
に
、
あ
だ
な
り
と
も
、
又

ま
れ
な
る
よ
し
を
も
い
ふ
べ
き
に
、
そ
れ

浅
み
こ
そ
袖
は
ひ
つ
ら
め
涙
川
身
さ
へ

な
が
る
と
き
か
ば
た
の
ま
む

を
ば
な
に
と
も
い
は
で
、
業
平
、

け
ふ
こ
ず
は
あ
す
は
雪
と
ぞ
ふ
り
な
ま

し
き
え
ず
は
あ
り
と
も
花
と
見
ま
し
や

…
…

中
略
）…
…

先
に
注
す
所
の
様
に
は
す
こ
し
か
は
り
て

詞
を
か
へ
た
る
様
あ
り
。

一
の
様
な
り
。
こ
れ
な
ら
ず
か
は
り
た
る

体
お
ほ
か
る
べ
し
。
…
（
後
略
）

あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
年

に
稀
な
る
人
も
待
け
り

と
い
へ
る
返
し
に
、
あ
だ
な
り
共
、
あ
だ

な
ら
ず
と
も
い
ひ
、
又
稀
な
る
よ
し
を
も

云
べ
き
に
、
こ
れ
を
ば
何
と
も
い
は
で
、

業
平
の
返
し
、

け
ふ
こ
ず
は
あ
す
は
雪
と
ぞ
降
り
な
ま
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し
消
え
ず
は
有
共
花
と
み
ま
し
や

是
は
一
の
様
也
。
是
な
ら
ず
、
か
は
り
た

る
事
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
を
心
得
て
た
り

ぬ
べ
し
。

（
後
略
）

こ
の
条
の
本
文
は
、
贈
答
歌
の
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
解

説
し
て
い
る
も
の
と
読
め
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
は
、
第
一
の
清
行
と
小

町
の
贈
答
に
続
い
て
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
、
第
二
の
敏
行
と
業
平
の

贈
答
に
は
問
題
が
あ
る
。
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。『
或
秘
書
之
抄
出
』

本
文
で
は
、「
あ
だ
な
り
と
」
の
歌
は
、
敏
行
が
業
平
の
家
の
女
に
贈
っ

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
業
平
が
（
女
に
代

わ
り
）「
け
ふ
こ
ず
は
」
の
返
歌
を
し
た
と
読
め
る
。
し
か
し
、『
悦
目

抄
』
傍
線
部
を
見
れ
ば
、「
業
平
が
家
に
侍
け
る
女
に
、
敏
行
」
と
い
う

本
文
と
、「
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
と
し
に
ま
れ
な
る
人
も

待
け
り
」
と
い
う
歌
と
は
、
元
々
別
の
場
所
に
配
置
さ
れ
た
、
無
関
係
な

本
文
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
敏
行
が

女
に
贈
っ
た
の
は
「
つ
れ
づ
れ
の
」
と
い
う
歌
で
あ
り
、「
あ
だ
な
り
と
」

の
歌
の
作
者
は
敏
行
で
は
な
い
。『
或
秘
書
之
抄
出
』
と
『
悦
目
抄
』
に

内
容
的
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
本
文
で
は
、「
あ
だ

な
り
と
」
歌
が
男
歌
、「
け
ふ
こ
ず
は
」
歌
が
返
し
の
女
歌
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
本
文
解
釈
上
こ
の
贈
答
歌
は
、「
あ
だ
な
り
と
」
歌
を
男
を

待
つ
女
の
歌
と
し
て
、
業
平
の
「
け
ふ
こ
ず
は
」
を
男
の
返
歌
と
見
た
方

が
自
然
で
あ
ろ
う
か
ら
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
本
文
は
読
ん
で
不
自
然

な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
考
ま
で
に
こ
の
贈
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
、『
古

24
）

今
集
』・『
伊
勢

25
）

物
語
』
を
掲
出
す
る
。

さ
く
ら
の
花
の
さ
か
り
に
、
ひ
さ
し
く
と
は
ざ
り
け
る
人
の
き
た

り
け
る
時
に
、
よ
み
け
る
、

よ
み
人
し
ら
ず

あ
だ
な
り
と
な
に
こ
そ
た
て
れ
さ
く
ら
花
年
に
ま
れ
な
る
人
も
ま
ち

け
り
（
六
二
）

返
し

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

け
ふ
こ
ず
は
あ
す
は
雪
と
ぞ
ふ
り
な
ま
し
き
え
ず
は
有
と
も
花
と
見

ま
し
や
（
六
三
）

（『
古
今
集
』）

年
ご
ろ
を
と
づ
れ
ざ
り
け
る
人
の
、
桜
の
さ
か
り
に
、
見
に
来
た
り

け
れ
ば
、
あ
る
じ
、

あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
桜
花
年
に
ま
れ
な
る
人
も
待
ち

け
り

返
し
、け

ふ
来
ず
は
あ
す
は
雪
と
ぞ
降
り
な
ま
し
消
え
ず
は
あ
り
と
も

花
と
見
ま
し
や

（『
伊
勢
物
語
』
第
一
七
段
）

所
引
の
両
書
か
ら
、
や
は
り
「
あ
だ
な
り
と
」
歌
の
作
者
は
敏
行
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、『
悦
目
抄
』
の
本
文
の
方
が
正
し
く
、『
或

秘
書
之
抄
出
』
の
本
文
が
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
本
文
は
『
悦
目
抄
』
の
本
文
を
抄
出
・
再
構
成
す

る
際
に
、
そ
の
操
作
を
誤
る
こ
と
に
よ
り
、
誤
っ
た
内
容
の
本
文
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
ら

26
）

れ
る
。
そ
し
て
そ
の
誤
り
は
「
清
書
」
の
際
に

訂
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
の
抄
出
態
度
と
い
う
の
は
、
そ
れ
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ほ
ど
厳
密
、
慎
重
な
姿
勢
の
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
出
来
る
が
、
こ
の
部
分
で
の
抄
出
者
の
興
味
の
対
象
は
、
贈
答
歌

は
ど
の
よ
う
に
よ
め
ば
よ
い
か
と
い
う
詠
歌
法
に
あ
り
、
誰
が
ど
の
よ
う

な
歌
を
詠
ん
だ
か
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対
す
る
関
心
は
薄
い
と
い
う
こ

と
も
指
摘
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
あ
く
ま
で
和
歌
の
実
作
の
一

助
と
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
も
の
と
し
て

享
受
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
秩
序
に
お
い
て
は
、
歌
の
作
者
が

事
実
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
抄
出
の
意
識
に
よ
っ
て
は
、
抄
出
母
体
と
の
内
容
的
矛
盾
が
生
じ
る

場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
出
来
る
例
と
言
え
る
。

以
上
、『
或
秘
書
之
抄
出
』
に
お
け
る
「
抄
出
」
に
つ
い
て
考
察
し
て

き
た
が
、
本
書
に
限
ら
ず
、「
抄
出
」
と
い
う
行
為
に
は
、
あ
る
程
度
こ

う
し
た
面
が
付
き
纏
う
も
の
だ
ろ
う
。
言
う
な
れ
ば
「
抄
出
」
と
は
、
単

な
る
抄
出
母
体
の
再
生
産
で
は
な
く
、
再
秩
序
化
を
伴
う
再
生
産
と
言
え

る
。
こ
の
再
秩
序
化
は
、
と
も
す
れ
ば
内
容
の
変
容
も
引
き
起
こ
す
場
合

も
あ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
南
北
朝
期
歌
学
書
『
或
秘
書
之
抄
出
』
は
、
高

秀
が
自
ら
実
際
に
歌
を
詠
む
際
の
手
助
け
と
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
下

に
、
秘
書
で
あ
る
『
悦
目
抄
』（
及
び
『
愚
問
賢
注
』）
か
ら
本
文
を
抄
出

し
、
再
秩
序
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
生
成
と
享
受
の
様
相
を
窺
う
こ
と
で
、『
悦
目
抄
』
か
ら
『
或
秘
書
之

抄
出
』、
そ
し
て
『
或
秘
書
之
抄
出
』
か
ら
『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口

伝
』
へ
と
い
う
、
同
じ
内
容
が
新
た
な
歌
学
書
に
次
々
と
繰
り
返
さ
れ
る

様
相
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
無
論
こ
の
流
れ
は
正
統
な
歌
学
の
中

心
か
ら
は
、
幾
許
か
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し

こ
こ
か
ら
、
こ
の
時
代
の
歌
学
書
生
成
の
あ
り
方
を
透
か
し
見
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
『
悦
目
抄
』
も
、
三
輪
正
胤
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

よ
う
に
、
為
世
流
歌
学
秘
伝
書
で
あ
る
『
和
歌
三
重
之
大
事
』
を
原
拠
と

し
て
、『
八
雲
御
抄
』、『
簸
河
上
』、『
十
訓
抄
』
な
ど
か
ら
引
用
増
補
し

て
成
立
し
た
歌
学
秘
伝
書
で
あ
り
、
独
自
の
内
容
は
殆
ど
無
く
、
既
存
の

歌
学
書
の
内
容
の
再
生
産
・
再
秩
序
化
な
の
で
あ
る
。
無
論
、
秘
伝
書
と

し
て
の
性
格
の
強
い
『
悦
目
抄
』、
実
用
的
歌
学
書
で
あ
る
『
或
秘
書
之

抄
出
』、
諸
説
集
成
の
歌
学
書
で
あ
る
『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』

と
、
歌
学
書
と
し
て
の
位
相
は
三
者
三
様
で
あ
る
。
各
々
の
歌
学
書
は

各
々
の
立
場
・
秩
序
に
基
づ
い
て
、
既
存
の
歌
学
書
の
内
容
を
再
生
産
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
独
自
の
新
内
容
を
記
述
し
よ
う
と
い
う
意

識
は
希
薄
で
あ
る
。
そ
し
て
各
々
の
歌
学
書
の
拠
っ
て
立
つ
意
識
の
違
い

に
よ
り
、
依
拠
資
料
と
す
る
既
存
の
歌
学
書
と
内
容
的
矛
盾
が
生
ず
る
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

『
悦
目
抄
』
か
ら
『
或
秘
書
之
抄
出
』
を
経
て
『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々

口
伝
』
へ
至
る
生
成
の
流
れ
の
中
に
象
徴
的
に
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る

右
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
歌
壇
の
外
縁
に
お
い
て
展
開
し
た
多
く
の
歌
学

書
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
歌
学
書
生
成
の

あ
り
方
の
一
つ
の
柱
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
或
秘
書
之
抄
出
』
は
独
自
の
新
内
容
を
殆
ど
持
た
な
い
と
い
う
点
で
、

高
い
評
価
は
与
え
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
中
世
歌
壇
の
あ

る
場
に
お
い
て
、
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
比
較
的
広
く
享
受
さ
れ
た
歌
学
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書
で
あ
り
、
そ
の
生
成
と
享
受
か
ら
、
中
世
歌
学
の
一
様
相
を
端
的
に
見

て
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
無
視
し
が
た
い
歌
学

書
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注１
）

井
上
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

南
北
朝
期
』（
明
治
書
院
、
初
版
一
九
六

五
、
改
訂
新
版
一
九
八
七
）、『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期
』（
風
間
書

房
、
初
版
一
九
六
一
、
改
訂
新
版
一
九
八
四
）、『
同

室
町
後
期
』（
明
治
書

院
、
初
版
一
九
七
二
、
改
訂
新
版
一
九
八
七
）
他
。

２
）

堀
部
正
二
氏
「
定
家
自
筆
本
土
左
日
記
流
伝
小
史
」（『
中
古
日
本
文
学
の
研

究
』
教
育
図
書
株
式
会
社
、
一
九
四
三
）。
本
稿
を
為
す
に
あ
た
っ
て
同
論
文

か
ら
は
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

３
）

井
上
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

南
北
朝
期
』。

４
）

川
平
ひ
と
し
氏
「「
或
秘
書
之
抄
出
」
と
い
う
標
目
を
も
つ
歌
書
に
つ
い
て

｜
問
題
性
を
架
橋
す
る
｜
」（
和
歌
文
学
会
第
四
五
回
大
会
発
表

一
九
九

九
・
九
・
二
六

於
金
沢
学
院
大
学
）。
問
題
意
識
の
点
に
お
い
て
は
、
必
ず

し
も
川
平
氏
の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
稿
が
川
平
氏
の
研
究

発
表
資
料
に
負
う
と
こ
ろ
は
多
大
で
あ
る
。

５
）

南
北
朝
期
武
家
歌
人
京
極
高
秀
と
そ
の
歌
学
｜『
或
秘
書
之
抄
出
』
と
『
古

今
漢
字
抄
』
を
中
心
に
」（『
中
世
文
学
』
57
、
二
〇
一
二
、
以
下
前
稿
と
呼

ぶ
）。「
広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
或
秘
書
之
抄
出
』
翻
刻
」（『
三
田
国
文
』
55
、

二
〇
一
二
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

６
）

一
巻
」
と
い
う
表
現
は
、
単
に
ひ
と
ま
と
ま
り
の
書
物
と
い
う
こ
と
を
、

仰
々
し
く
の
言
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

７
）

前
稿
参
照
。
高
秀
の
伝
に
つ
い
て
は
、
森
茂
暁
氏
『
佐
々
木
導
誉
』（
人
物

叢
書
二
〇
八
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
）
に
詳
し
い
。

８
）

広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
或
秘
書
之
抄
出
』
翻
刻
」（『
三
田
国
文
』
55
、
二

〇
一
二
）
に
お
い
て
伝
本
一
覧
を
示
し
た
が
、
新
た
に
見
出
し
得
た
伝
本
も
あ

る
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
示
す
。

９
）

伝
本
と
し
て
は
川
上
新
一
郎
氏
蔵
本
が
確
認
出
来
る
。

10
）

一
例
を
挙
げ
る
。
甲
乙
類
と
丙
類
の
本
文
に
顕
著
な
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は

次
の
例
で
あ
る
。
第
十
九
番
目
の
項
目
に
次
の
よ
う
な
本
文
異
同
が
あ
る
。

甲
乙
類
（
①
広
大
本
）

丙
類
（

祐
徳
本
）

【
19
】

一
、
五
文
字
事

歌
の
初
の
五
文
字
と
い
ふ
は
、
古
歌

の
五
文
字
を
を
く
也
。
い
く
た
び
も

ふ
る
き
を
用
べ
し
。
あ
た
ら
し
き
五

【
19
】

一
、
詞
の
病
と
い
ふ
事

覧
・
け
り
な
ど
い
ふ
や
う
の
こ
と

ば
、
各
二
所
に
は
す
へ
ぬ
な
り
。
又

歌
の
初
の
五
文
字
、
或
は
は
じ
め
の

文
字
を
ば
を
く
事
な
か
れ
。
但
い
た

り
て
よ
き
句
案
じ
え
た
ら
ん
に
は
を

く
べ
し
。
い
と
し
も
な
き
を
よ
み
い

で
た
ら
ん
、
み
ぐ
る
し
か
る
べ
し
。

歌
は
は
じ
め
の
句
が
ら
に
よ
く
も
あ

し
く
も
成
物
な
る
べ
し
。

句
と
は
、
ふ
る
き
歌
の
は
じ
め
の
句

な
ら
ぬ
を
ば
、
を
く
ま
じ
き
な
り
。

そ
れ
も
ふ
か
く
な
く
、
め
で
た
き
句

あ
ん
じ
え
た
ら
ん
に
は
、
を
く
べ

し
。
い
と
し
も
な
き
を
よ
み
い
で
た

ら
ん
、
見
ぐ
る
し
か
る
べ
し
。
歌
は

は
じ
め
の
句
が
ら
に
、
よ
く
も
あ
し

く
も
な
る
物
な
る
べ
し
。

甲
乙
類
本
文
は
「
五
文
字
事
」
と
い
う
条
目
を
立
て
て
お
り
、
本
文
内
容
は

一
貫
し
て
初
句
の
五
文
字
に
つ
い
て
の
話
題
で
あ
る
。
一
方
丙
類
本
文
は
「
詞

の
病
と
い
ふ
事
」
と
い
う
条
目
で
、
傍
線
部
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
初
句
五
文

字
に
つ
い
て
述
べ
る
。
丙
類
本
文
は
、
途
中
で
別
の
話
題
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
お
り
、
内
容
的
に
一
貫
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
詞
の

病
と
い
ふ
事
」
と
い
う
条
目
に
符
合
す
る
内
容
は
傍
線
部
の
み
で
あ
り
、
こ
こ

で
初
句
五
文
字
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
条
目
的
に
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
部

分
に
関
し
て
は
、
甲
乙
類
の
本
文
の
方
が
整
然
と
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

猶
、
後
に
述
べ
る
と
お
り
、
本
書
の
抄
出
母
体
は
『
悦
目
抄
』
で
あ
る
が
、

『
悦
目
抄
』
の
当
該
部
本
文
は
丙
類
本
に
近
い
形
で
あ
り
、
丙
類
本
は
『
悦
目

抄
』
を
た
だ
抄
出
し
た
だ
け
の
未
整
理
の
状
態
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
矛
盾
は
無

い
。

11
）

本
稿
が
行
う
考
察
に
お
い
て
、
仮
に
他
系
統
・
他
類
の
本
文
を
用
い
た
と
し

て
も
、
得
ら
れ
る
結
論
に
は
影
響
し
な
い
。
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12
）

例
え
ば
、
目
録
で
【
１
】「
か
た
こ
し
す
そ
の
事
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、

本
文
で
は
「
む
ね
こ
し
す
そ
」
と
な
っ
て
い
る
点
や
、
目
録
で
は
一
部
の
伝
本

を
除
い
て
二
四
番
目
に
あ
る
「
秀
逸
事
」
の
条
が
本
文
で
は
末
尾
の
二
八
番
目

に
位
置
し
て
い
る
点
な
ど
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

13
）

③
斯
道
文
庫
Ｂ
本
の
後
見
返
し
に
付
さ
れ
る
花
山
院
常
雅
奥
書
部
分
の
朱
筆

書
き
入
れ
。

14
）
『
悦
目
抄
』
本
文
引
用
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
久
曽
神

昇
氏
旧
蔵
応
永
三
十
二
年
本
奥
書
本
（
外
題
「
哥
林
集
」、〔
室
町
後
期
頃
〕

写
）
を
底
本
を
使
用
し
た
。
当
該
応
永
三
十
二
年
本
奥
書
本
は
、『
日
本
歌
学

大
系
』
底
本
と
な
り
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

15
）

こ
の
図
示
の
仕
方
は
、
先
に
掲
出
し
た
如
く
、
甲
乙
丙
間
で
若
干
異
同
が
あ

る
。

16
）

三
輪
正
胤
氏
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
四
）
参
照
。
悦

目
抄
系
歌
論
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
お
い
て
「
為
世
流
」
と
し
て
整
理
さ
れ

る
。『
悦
目
抄
』
に
関
し
て
は
同
書
を
参
照
す
る
所
が
多
か
っ
た
。
以
下
、
本

稿
で
述
べ
る
三
輪
氏
論
は
同
書
に
拠
る
。

17
）
『
悦
目
抄
』
は
多
様
な
書
名
で
伝
わ
る
書
で
あ
り
、
南
北
朝
期
に
お
い
て

「
悦
目
抄
」
と
い
う
書
名
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
現
在
一
般
的
に
『
悦
目
抄
』
と
呼
ば
れ
る
歌
学
書
と
同
様
の
本
文
を
持
つ

書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

18
）
『
愚
問
賢
注
』
本
文
引
用
は
『
歌
論
歌
学
集
成
』
本
文
に
拠
る
。

19
）

猶
『
愚
問
賢
注
』
問
者
で
あ
る
頓
阿
と
高
秀
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
も
存

す
る
。
北
村
季
吟
『
教
端
抄
』（
初
雁
文
庫
本
）
巻
九
末
尾
「
古
今
教
端
抄
所

引
之
諸
抄
」
に
、「
一
、
高
秀
序
抄

一
冊

管
見
抄
之
旨
を
略
注
し
、
尤
も

自
分
の
註
解
委
。
頓
阿
よ
り
の
相
伝
の
旨
あ
り
。
高
秀
は
佐
々
木
道
誉
息
也
」

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

20
）

佐
々
木
孝
浩
氏
・
中
川
博
夫
氏
執
筆
。

21
）
『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』
本
文
引
用
は
『
歌
論
歌
学
集
成
』
本
文
に
拠

る
。

22
）

一
例
を
挙
げ
る
。『〔
冷
泉
家
〕
和
歌
秘
々
口
伝
』
に
は
「
歌
く
び
の
事
大
な

る
善
悪
あ
り
」
と
い
う
本
文
が
あ
る
が
、「
歌
く
び
の
事
」
の
文
字
列
は
『
悦

目
抄
』
お
よ
び
他
の
悦
目
抄
系
歌
論
に
お
い
て
は
未
見
。『
或
秘
書
之
抄
出
』

に
は
、「
一
、
歌
の
く
び
の
事
／
大
な
る
善
悪
あ
り
」
と
あ
る
。

23
）

【
26
】
古
歌
を
と
る
事
」
の
本
文
は
次
の
通
り
。

一
、
古
歌
を
と
る
事

⒜
第
一
の
大
事
也
。
上
手
の
こ
と
に
み
ゆ
る
事
也
。
然
ど
も
、
い
と
上
手
な

ら
ぬ
も
又
古
歌
を
よ
く
と
る
人
も
あ
り
。
上
手
の
中
に
も
古
歌
を
え
と
ら
ぬ

も
あ
る
也
。

⒝
我
宿
の
物
な
り
な
が
ら
桜
花
ち
る
を
ば
え
こ
そ
と
ゞ
め
ざ
り
け
れ

わ
が
や
ど
の
桜
な
れ
ど
も
ち
る
時
は
心
に
え
こ
そ
ま
か
せ
ざ
り
け
れ

如
此
古
歌
を
と
る
事
も
侍
り
。
又
⒞
二
の
や
う
あ
り
。
一
に
は
詞
を
と
り
て

心
を
か
へ
、
一
に
は
心
な
が
ら
と
り
て
物
を
か
へ
た
る
も
あ
り
。
詞
を
と
り

て
風
情
を
か
へ
た
る
は
よ
し
。
風
情
を
と
る
事
は
尤
見
ぐ
る
し
き
也
。
心
を

と
り
て
物
を
か
ふ
と
い
ふ
は
、
た
と
へ
ば
古
歌
、

月
よ
ゝ
し
夜
よ
し
と
人
に
つ
げ
や
ら
ば
と
よ
め
る
は
、
万
葉
に
、
わ
が
や

ど
の
梅
さ
き
た
り
と
つ
げ
や
ら
ば
こ
て
ふ
に
に
た
り
ち
り
ぬ
と
も
よ
し
と
い

へ
る
を
と
れ
り
。
こ
れ
は
心
も
詞
も
か
へ
ず
し
て
、
梅
を
月
に
か
へ
た
る
ば

か
り
也
。
か
ゝ
る
た
ぐ
ひ
、
こ
れ
に
か
ぎ
ら
ず
詞
を
と
り
て
心
を
か
へ
た
る

は
又
お
ほ
し
。
万
葉
の
歌
は
と
る
と
し
も
な
く
て
、
す
こ
し
を
か
へ
て
よ
め

る
も
お
ほ
し
。
⒟
又
し
づ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
と
い
へ
る
、
人
丸
、
む
す

ぶ
て
の
い
し
ま
を
せ
ば
み
お
く
山
の
い
は
か
き
し
み
づ
あ
か
ず
も
あ
る
哉
と

い
ふ
歌
を
と
れ
り
。
⒠
人
ご
と
は
夏
野
の
草
の
し
げ
く
と
も
い
も
と
わ
れ
と

し
た
づ
さ
は
り
な
ば
と
よ
め
る
歌
を
と
り
て
、
事
は
夏
野
の
し
げ
く
と
も

と
ゝ
れ
り
。
⒡
さ
な
が
ら
本
歌
と
る
や
う
と
し
も
な
く
て
と
れ
り
。
此
た
ぐ

ひ
不
可
勝
計
。
⒢
古
歌
の
第
一
二
句
を
と
り
て
今
の
歌
の
第
三
四
句○

に
を

き
、
又
ふ
る
き
第
三
四
句○

を
、
今
歌
の
第
一
二
句
に
を
く
事
は
、
皆
先
達
の

を
し
へ
久
な
れ
り
。
か
く
て
上
下
を
ち
が
ふ
る
事
も
、
又
た
び
か
さ
な
れ

ば
、
例
の
事
と
見
ゆ
。
又
花
の
歌
を
本
と
し
て
、
紅
葉
の
歌
に
あ
ら
た
め
、

雪
の
歌
を
と
り
て
、
あ
ら
れ
の
歌
に
よ
み
な
ど
し
た
る
を
み
れ
ば
、
題
目
は

あ
ら
ね
ど
も
、
心
詞
は
す
べ
て
本
に
か
は
る
事
な
し
。
か
ゝ
る
事
は
、
お
ほ

き
な
る
難
也
。
た
ゞ
花
の
歌
を
花
に
、
月
の
歌
を
月
に
は
た
ら
か
さ
ず
し

て
、
し
か
も
そ
の
心
を
め
づ
ら
し
く
よ
ま
ん
と
思
ふ
べ
し
。
又
ふ
る
き
五
文
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字
を
七
文
字
に
な
し
、
た
と
へ
ば
五
言
詞
を
七
言
に
つ
く
る
が
ご
と
し
。
七

字
を
も
五
字
に
つ
ゞ
め
、
若
は
七
字
を
二
句
に
も
か
け
て
よ
む
べ
か
ら
ん
詞

を
か
な
ら
ず
古
歌
に
は
一
句
に
こ
そ
あ
れ
と
い
ふ
事
な
く
、
み
だ
り
て
も
よ

み
侍
べ
き
に
や
。
か
ゝ
ら
で
は
、
い
か
に
し
て
ち
が
ふ
る
所
あ
る
べ
し
と
も

見
え
ず
。
大
方
本
歌
に
す
が
る
と
い
ふ
は
、
其
心
ざ
し
を
た
ゞ
天
に
ひ
か

れ
、
地
に
か
ゝ
れ
る
物
の
ご
と
し
。
但
、
定
家
卿
詠
歌
之
大
概
曰
、
取
古
歌

詠
新
歌
事
、
五
句
之
中
及
三
句
者
、
頗
過
分
無
珍
気
。
二
句
之
上
三
四
字
免

之
、
以
同
事
詠
古
歌
詞
頗
無
念

以
花
詠
花
、

以
月
詠
月
。
。
以
四
季
歌
詠
恋
雑
歌
、
以
恋

雑
歌
詠
四
季
歌
、
如
此
之
時
、
無
取
古
歌
難

云
々
。
此
段
の
花
に
、
た
ゞ

花
の
歌
を
花
に
詠
、
月
の
歌
を
月
に
は
た
ら
か
さ
ず
し
て
、
し
か
も
其
心
を

め
づ
ら
く
よ
ま
ん
と
お
も
ふ
べ
し
と
あ
り
。
し
か
ら
ば
定
家
卿
の
義
に
相
違

。
如
何
。
彼
卿
義
い
か
で
か
も
ち
ひ
ざ
る
べ
き
哉
。
為
家
卿
曰

風
ふ
け
ば
み
ね
に
わ
か
る
ゝ
し
ら
雲
の
た
え
て
つ
れ
な
き
君
が
心
か

桜
花
夢
か
う
つ
ゝ
か
白
雲
の
た
え
て
つ
れ
な
き
み
ね
の
春
風

此
歌
の
句
の
す
へ
所
か
は
ら
ぬ
は
、
恋
の
歌
を
春
の
歌
に
取
な
し
て
、
め
づ

ら
し
き
ゆ
へ
に
く
る
し
か
ら
ぬ
也
。
常
に
古
歌
を
と
ら
ん
と
た
し
な
む
は
わ

ろ
き
也
。
い
か
に
も
我
物
と
み
ゆ
る
事
な
し
。
但
そ
れ
も
お
ち
き
て
よ
ま
れ

ん
お
り
に
は
取
べ
し
。
題
も
同
題
、
心
も
同
心
、
句
の
す
へ
所
も
か
は
ら

で
、
い
さ
ゝ
か
詞
を
そ
へ
た
る
は
、
す
こ
し
も
め
づ
ら
し
か
ら
ね
ば
、
ふ
る

物
に
て
こ
そ
あ
れ
、
な
に
の
見
所
か
あ
る
べ
き
と
云

々
。
又
取
古
歌
事
五
句

の
物
を
三
句
と
ら
ん
事
あ
る
べ
か
ら
ず
と
申
め
り
。
但
そ
れ
も
様
に
よ
る
べ

し
と
あ
り
。
親
子
の
儀
相
違

。
如
何
。

所
引
の
本
文
の
対
応
部
分
が
、『
悦
目
抄
』
の
何
処
に
存
す
る
か
を
、『
日
本
歌

学
大
系
』
第
四
巻
の
頁
数
行
数
で
示
す
。
傍
線
部
⒜
↓
一
七
一
頁
一
一
行
目

〜
一
二
行
目
。
傍
線
部
⒝
↓
一
七
三
頁
二
〜
三
行
目
。
傍
線
部
⒞
↓
一
七
一
頁

一
二
行
目
〜
一
七
二
頁
一
行
目
。
傍
線
部
⒟
↓
一
七
二
頁
八
行
目
〜
一
一
行

目
。
傍
線
部
⒠
↓
一
七
二
頁
二
行
目
〜
三
行
目
。
傍
線
部
⒡
↓
一
七
二
頁
八
行

目
。
傍
線
部
⒢
↓
一
四
九
頁
一
一
行
目
〜
一
八
行
目
。「
但
、
定
家
卿
詠
歌
之

大
概
曰
…
」
以
下
は
『
悦
目
抄
』
に
見
え
ず
、
編
者
高
秀
に
よ
る
考
察
か
と
思

わ
れ
る
。

要
す
る
に
、『
悦
目
抄
』
依
拠
部
分
の
前
半
「（
冒
頭
）…
此
た
ぐ
ひ
不
可
勝

計
」
は
、『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
の
一
七
一
頁
か
ら
一
七
三
頁
ま
で
の

『
悦
目
抄
』
本
文
（
原
拠
は
『
八
雲
御
抄
』）
か
ら
抄
出
し
、
必
要
に
応
じ
て

文
言
を
補
い
、
文
意
の
通
る
よ
う
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
後
半
の

「
古
歌
の
第
一
二
句
…
物
の
ご
と
し
」
は
、『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
一
四

九
頁
の
『
悦
目
抄
』
本
文
（
原
拠
は
『
簸
河
上
』）
の
抄
出
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
後
に
、
独
自
に
『
詠
歌
大
概
』『
詠
歌
一
体
』
を
引
き
、
考
察
を

加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

24
）
『
古
今
集
』
本
文
引
用
は
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
所
収
、
定
家
筆
嘉
禄
二

年
本
に
よ
る
。

25
）
『
伊
勢
物
語
』
本
文
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

26
）

但
し
、
⑥
寛
文
刊
本
『
和
歌
手
習
』
所
収
本
で
は
本
文
の
改
訂
が
行
わ
れ
て

い
る
。
⑥
寛
文
刊
本
『
和
歌
手
習
』
所
収
本
に
は
他
の
甲
類
本
と
は
異
な
る
独

自
本
文
を
と
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
独
自
異
文
が
こ
れ
で
あ

る
。『
和
歌
手
習
』
所
収
本
の
「【
28
】
贈
答
事
」
条
本
文
を
見
る
と
、

一
、
贈
答
事

こ
れ
は
歌
を
か
へ
す
事
也
。
き
は
め
て
大
事
な
り
。
人
の
や
す
く
お
も
ひ

て
、
お
か
し
げ
に
か
へ
す
、
み
ぐ
る
し
き
事
な
り
。
返
も
さ
ま
〴
〵
の
て

い
有
。
こ
ま
ち
が
も
と
へ
、
し
ん
し
や
う
ほ
う
し
が
せ
つ
ぽ
う
を
き
ゝ

て
、
あ
べ
の
き
よ
ゆ
き
が
、

〇
つ
ゝ
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人
を
見
ぬ
め
の
涙
な
り
け
り

こ
ま
ち
が
返
し

〇
お
ろ
か
な
る
涙
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
わ
れ
は
せ
き
あ
へ
ず
た
き
つ
せ
な
れ
ば

な
り
ひ
ら
、
年
こ
ろ
を
と
づ
れ
ざ
る
女
の
方
へ
、
桜
の
さ
か
り
に
と
ぶ
ら

は
れ
た
れ
ば
、
あ
る
じ
の
女

〇
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
桜
花
年
に
ま
れ
な
る
人
も
待
け
り

と
い
へ
る
返
し
に
、
あ
だ
な
り
と
も
、
又
ま
れ
な
る
よ
し
を
も
い
ふ
べ
き

に
、
そ
れ
を
ば
な
に
と
も
い
は
で
、
な
り
ひ
ら
、

〇
け
ふ
こ
ず
は
あ
す
は
雪
と
ぞ
降
な
ま
し
消
ず
は
あ
り
と
も
花
と
見
ま
し
や

一
の
さ
ま
な
り
。
こ
れ
な
ら
ず
か
は
り
た
る
て
い
お
ほ
か
る
べ
し
。
…

（
後
略
）

と
あ
り
、「
業
平
が
家
に
侍
け
る
女
に
、
敏
行
」
の
文
言
が
傍
線
部
の
如
く
、
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『
古
今
集
』『
伊
勢
物
語
』
と
矛
盾
の
無
い
形
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
贈

答
は
『
古
今
集
』
や
『
伊
勢
物
語
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
の
矛
盾

に
気
づ
く
者
は
割
と
容
易
に
気
づ
く
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
。
享
受
の
あ

る
段
階
に
お
い
て
、
誰
人
か
が
『
伊
勢
物
語
』
乃
至
そ
の
注
釈
書
な
ど
を
参
考

に
本
文
を
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
版
本
『
和
歌
手
習
』
所
収
本
の
本
文
は
、

写
本
の
本
文
と
比
べ
て
全
体
的
に
乱
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

に
、
写
本
の
本
文
の
不
審
を
訂
す
る
部
分
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

猶
、
⑤
斯
道
文
庫
Ｃ
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
訂
正
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

※

本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
一
部
私
に
表
記
を
改
め
た
。

﹇
附
記
﹈

本
稿
を
為
す
に
あ
た
っ
て
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
諸
機

関
に
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
有
益
な
御
教
示
を
下
さ
っ
た
諸
氏
に
深

謝
申
し
上
げ
る
。
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